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提  言  書 

 

本市議会では、議会の活動をお知らせするとともに、市民の皆さまからご意

見やご提案をお聞かせいただくため、議会基本条例第８条の規定に基づき、議

会報告会を開催しています。 

 本年度で７年目となる議会報告会は、昨年１０月に９会場で開催し、１９８

名の市民の方々にご参加いただきました。 

また、各常任委員会においてテーマを設定し、テーマに沿った団体との意見

交換会を実施しました。 

議会報告会においては、主に防災に関することや交通防犯に関することな

ど、今後の市政運営の参考となる貴重なご意見・ご要望を数多くいただいたと

ころであります。 

 今般、いただいたご意見・ご要望の中から、議会として特に喫緊の課題と考

える事項について提言いたしますので、市といたしましても、十分にご配慮い

ただき、今後の市政運営に当たられますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、本市議会といたしましても、議会報告会でいただいたご意見・ご要望

については、一般質問での政策提言や常任委員会等での審査を通して、議員活

動に生かせるよう積極的に取り組んでまいります。 

 

平成３０年２月１９日  

栃木市長 鈴木 俊美 様 

栃木市議会議長 海老原 恵子 
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提言事項１ 防災対策の強化について 

【市民の意見・要望等】 

〇防災行政無線について 

・大雨の時、よく聞こえない。防災ラジオも同時に放送した方が良い。 

・避難指示の場合は、自治会長や民生委員に直接連絡して指示した方が良いのでは

ないか。 

・聞こえない地域があるので、機器改修を検討されたい。 

〇自主防災組織について 

・自主防災組織への活動補助金を増額してもらいたい。 

・消防団の統合により消防機械器具置場が解体の予定と聞いたが、出流地区の防災

組織の防災拠点として残してほしい。 

〇その他 

・寺尾小学校が指定避難場所ではなくなったが、住民への周知もなく、標識もそのま

まである。早急に周知を図るべきではないか。 

・避難行動要支援者制度の周知を検討されたい。 

・防災訓練を各地域で毎年実地してほしい。 

【議会としての提言】 

災害発生時の市民への迅速で正確な情報提供は、被害を最小限に抑えるために必

要不可欠なものである。防災行政無線や防災ラジオについて、引き続き環境整備に

取り組むとともに、地域の実情に応じた情報提供手段の確立に努められたい。 

また、災害発生時に確実な避難を行うため、指定緊急避難場所や避難行動要支援

者制度などについて、市民への周知徹底を図られたい。 

さらに、自助・共助による防災活動を行う自主防災組織への支援や各地域での防

災訓練の実施を通して、地域防災力の向上に取り組まれたい。 

今後いつ起こるか分からない災害に備え、万全な体制で臨まれたい。 
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提言事項２ 安全・安心なまちづくりの取り組みについて 

【市民の意見・要望等】 

〇交通安全について 

・通学路の安全確保に取り組んでもらいたい。 

・自転車専用レーンを学校近くに増やしてほしい。 

・自転車の安全運転教育に取り組んでもらいたい。 

・免許証を返納した高齢者に対し、電動自転車購入費用の助成をしてはどうか。 

〇防犯について 

・防犯灯の設置数を増やしてほしい。 

・防犯カメラの設置補助にあたっては、自治会任せではなく、行政にも協力してもら

いたい。 

・夜間に栃木駅周辺に人が群がっている姿を見かけることがある。すごく怖く感じ

るし、治安が悪いようにも見えてしまう。もっと警察などによる巡回指導を増やす

などの取り組みが必要ではないか。 

【議会としての提言】 

 登下校中の児童生徒が被害者となる交通事故は依然として発生しており、通学路

の交通安全の確保に努められたい。 

また、安全に暮らせる快適な環境実現のため、防犯カメラ設置者との協力体制の

構築、防犯灯の増設、警察署との連携に取り組まれたい。 

 さらに、議員提案により制定となった「栃木市自転車の安全な利用に関する条

例」が本年４月１日から施行となることから、自転車の安全運転教育の推進や自転

車専用レーンの整備促進に取り組まれたい。 
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提言事項３ とちぎメディカルセンターへの支援について 

【市民の意見・要望等】 

〇とちぎメディカルセンターしもつがについて 

・産科を作ってほしい。 

・病院内の案内表示が分かりづらい。 

・診察と会計の待ち時間が長い。 

・北側入口に看板を設置してもらいたい。 

・駐車場を拡張してもらいたい。 

・待合室にテレビを設置してほしい。また、駐車料金が高いのではないか。 

【議会としての提言】 

 「とちぎメディカルセンターしもつが」に対する市民の期待は大きく、質の高い

安全・安心な医療が提供されるべく、更なる業務改善や施設整備について、メディ

カルセンターへ強く要望されたい。 

また、現在、市内には分娩が行える医療機関は１か所のみであり、市内で安心し

て出産し、子育てのできる環境を整えるためにも、産科の開設について支援を図ら

れたい。 
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提言事項４ 道路整備による通行者の安全確保について 

【市民の意見・要望等】 

〇道路整備について 

・国府地区の道路の状況は非常に悪いので整備してもらいたい。 

・ＪＡスタンドから東へ入り東陽中へ続く道路が狭くて危険なため整備をお願いし

たい。 

・大久保公民館の前の市道が波打っている。至急対応してほしい。 

・鯉沼商店の裏の市道がデコボコである。（大久保町） 

・東陽中学校の通学路で道幅が２メートルしかない場所があり、危険である。（ＪＡ

スタンドから東へ続く道）１０年以上前から拡幅の要望をしているので、早急に対

応してもらいたい。 

・北武井の農道に歩道用の柵を設置してほしい。学校からも要望しているが、一部設

置していない箇所がある。 

・要望を出した道路整備について実施する順番を公開してもらいたい。 

・岩舟地域の水掛から曲ケ島までの市道の補修と拡幅工事を希望する。 

・県道小山・都賀線の柳原付近の拡張で縁石が邪魔になっているので危険である。対

策をお願いしたい。 

・雨が降ると直ぐに道路に水たまりができてしまう。車とすれ違う際に跳ね返りが

あり服が濡れてしまっているので何とか解消していただきたい。 

・消防車が入れない道路などの拡幅をしていただきたい。 

【議会としての提言】 

市道整備については、財政状況が厳しい中で、通行者の安全確保を第一に考慮し

た整備を推進するとともに、定期的な市道の巡回点検を行い、緊急性に配慮した維

持補修を進められたい。 

また、県道については、管理者である県と十分な協議を行い、安全対策を要望さ

れたい。 
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提言事項５ 教育環境の整備充実について 

【市民の意見・要望等】 

・小学校トイレの水洗レバーをセンサーや自動式にしてもらいたい。力のない低学

年の子は流せない。暗いので明るい雰囲気にしてもらいたい。 

・小中学校のトイレにはウォシュレット、暖房便座をつけてほしい。 

・寺尾中のトイレが汚い。早急に直してほしい。 

・エアコン設置については、普通教室だけでなく、特別教室にも設置するべきであ

る。 

・都賀中学校の体育館と武道館の間の道を整備してほしい。また、暗いので外灯を付

けてほしい。 

・国府南小学校は小規模特認校になっているが、評価によっては制度をやめる動き

になっているように思われる。制度の周知が十分とは思えないので、続けていただ

きたい。 

・スクールガードのボランティアの拡充をお願いしたい。 

・小中学校の周辺に防犯カメラを設置してもらいたい。 

【議会としての提言】 

 限られた予算を効果的に活用し、学校トイレや空調設備等の整備を進め、快適な

教育環境の整備充実に努められたい。 

また、「小規模特認校制度」や「小中学校適正配置基本方針」について、市民へ

の周知を図り、制度の充実や各学校の適正配置に努められたい。 

さらに、スクールガードの拡充や学校施設周辺への防犯カメラの設置により、子

どもの安全対策の充実に引き続き取り組まれたい。 
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提言事項６ 次代を担う人材の確保・育成について 

【意見・要望等】 

〇総務常任委員会 

・市内には美味しいお店や魅力的なお店がたくさんあるが、場所が分かりづらい。チ

ラシや案内看板などを作成しもっとＰＲした方がよいと思う。 

・栃木市の個性を生かした独自のまちづくり、若者にとって魅力あるまちづくりを

望む。 

〇民生常任委員会 

・介護人材は不足しており、働き手を募集しても集まらない。 

・高校生や専門学校生への介護教育に力を入れた方が良いと思う。 

〇産業教育常任委員会 

・栃木市は農業に適しているがゆえに、受け入れ態勢に力不足な部分を感じる。 

・新規就農者には情報が少ない。金銭的なものだけではない支援が必要だ。 

〇建設常任委員会 

・建設業界では団塊世代の退職等により人材不足が顕著である。 

・地元業者の育成や雇用確保という視点からも優先的に地元業者を使っていただき

たい。使った場合には点数の加算をするという項目を設ければ育成に繋がる。 

【議会としての提言】 

 少子高齢化の進行による人口減少社会の到来により、福祉・農業・建設などの多

くの分野で人材不足に対する危機感は高まっており、本市が持続的に発展し続ける

ための人材の確保や育成に取り組まれたい。 

また、住みたい田舎ベストランキングにおける２年連続の上位獲得は、移住・定

住施策の取り組みの成果であり、引き続き、誰もが住みやすいまちづくりを進めら

れたい。 


